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	（１）　業務履行体制
	（４）　サービス及び公平性
	ア　利用者の拡大及びサービスの向上に実現可能な広報利用促進策について記述願います。
	イ　誰もが平等・公平に利用できる仕組みづくりと障がい者（児）や高齢者などへの配慮方法について記述願います。
	ウ　モニタリング等、品質管理の考え方を記述願います。
	エ　業務改善に対する基本的な考え方を記述願います。
	（５）　安全管理
	ア　業務遂行上の安全性確保に対する基本的な考え方を記述願います。
	イ　緊急時（体調不良者発見等）、もしくは異常発生時（機械故障時等）の対処方法について、基本的な考え方及び初期対応について記述願います。
	ウ　緊急時・異常発生時対応後の履歴管理方法及び再発防止に向けた解決プロセスについて記述願います。
	（６）　コンプライアンス

